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単元評価規準と小単元評価規準

研究事例 第３章 ビジネスと流通活動

株式の投資を学習する授業展開例

単元名 第３章ビジネスと流通活動

１ 経済活動と流通

２ 流通活動の特徴

３ 流通活動と企業

４ ビジネスの担当者

単元の目標 生産者、卸売・小売業、金融・保険業、運輸・通信業、サービス業など流通に

関連するビジネスの担当者を取り上げて、その活動の概要について理解させる。

関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解

単 生産者、卸売、小 生産者、卸売、小 生産者、卸売、小 生産者、卸売、小

、 、 、 、 、 、 、 、元 売業 金融・保険業 売業 金融・保険業 売業 金融・保険業 売業 金融・保険業

の 運輸・サービス業な 運輸・サービス業な 運輸・サービス業な 運輸・サービス業な

評 ど流通に関するビジ ど流通に関するビジ ど流通に関するビジ ど流通に関するビジ

価 ネスの担当者に関心 ネスの担当者につい ネスの担当者に関す ネスの担当者につい

規 をもち、その活動の て、様々な角度から る様々な資料を適切 て基礎的・基本的な

準 概要について、自ら 主体的かつ客観的に に選択して活用し、 知識を身に付け、そ

すすんで調べたり、 考察するとともに、 その活動の概要を客 の活動の概要を理解

まとめたりしようと その活動の概要をと 観的に把握するとと している。

する。 らえようと考察する もに、その過程や結。

果を具体的に説明す

ることができる。

小単元名 ４ ビジネスの担当者（１５時間）

小単元 生産者、卸売、小売業、金融・保険業、運輸・サービス業など流通に関するビ

の目標 ジネスの担当者を取り上げて、その活動の概要について理解させる。

関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解

小 生産者、卸売、小 生産者、卸売、小 生産者、卸売、小 生産者、卸売、小

、 、 、 、 、 、 、 、単 売業 金融・保険業 売業 金融・保険業 売業 金融・保険業 売業 金融・保険業

元 運輸・サービス業な 運輸・サービス業な 運輸・サービス業な 運輸・サービス業な

の ど流通に関するビジ ど流通に関するビジ ど流通に関するビジ ど流通に関するビジ

評 ネスの担当者に関心 ネスの担当者につい ネスの担当者様々な ネスの担当者に関す

価 をもち、その活動に て、様々な角度から 資料を適切に選択し る基礎的・基本的な

規 ついて、自らすすん 主体的かつ客観的に て活用し、実際の流 知識を身につけ、そ

準 で調べたり、まとめ 考察するとともに、 通活動を客観的に把 の活動の概要を理解

たりしようとする。 その活動の概要をと 握するとともに、そ している。

特に証券会社の投 らえようとする。 の過程や結果を具体 特に証券会社の投

資業務の株式売買に 特に証券会社の投 的に説明することが 資業務の株式売買を

意欲的である。 資業務の株式売買を できる。特に証券会 理解している。

考察している。 社の投資業務の株式

売買を説明できる。



小単元の指導と評価の計画

ア 関心・意欲・態度 イ 思考・判断 ウ 技能・表現 エ 知識・理解

1

・生産者の役割は何かを理
解する。
・生産者の種類にはなにが
あるのか理解する。

・生産者の役割は何か関心
をもち、意欲的に調べたり
まとめようとしている。
・生産者の種類には何があ
るか関心をもち、意欲的に
調べようとしている。（観
察）

・生産者の役割を生産者と
しての立場でとらえようと
考察している。
・生産者の種類を年代別で
まとめ区別しようと考察し
ている。（ノート記述）

・生産者の役割を説明でき
る。
・生産者の種類にはどのよ
うな種類があるか区別して
説明できる。（対話）

・生産者の役割を理解して
いる。
・生産者の種類にはどのよ
うな種類があるかその区別
を理解している。（対話・
ワークシート）

2

・生産者のビジネスでは何
に注意しなければいけない
かを理解する。
・生産者の今後の動向にな
にがあるのか理解する。

・生産者のビジネスで何を
注意しなければいけないの
か関心をもち、意欲的に調
べたりまとめようとしてい
る。
・生産者の今後の動向につ
いて関心をもち、意欲的に
調べようとしている。（観
察）

・生産者のビジネスを生産
者としての立場でとらえよ
うと考察している。
・生産者の今後の動向につ
いてまとめようと考察して
いる。（ノート記述）

・生産者のビジネスを説明
できる。特に、製造物責任
法についてその内容説明で
きる。
・生産者の今後の動向につ
いて説明できる。（対話）

・生産者のビジネスを理解
している。特に、製造物責
任法について理解してい
る。
・生産者の今後の動向につ
いて理解している。（対
話・ワークシート）

小単元「ビジネスの担当者」の指導と評価の計画

次 学習内容時

授業の流れ

一次　生産者のビジネスを知ろう（２時間）
二次　売買業者のビジネスを知ろう（３時間）
三次　物流業者のビジネスを知ろう（２時間）
四次　金融業者のビジネスを知ろう（２時間）
五次　保険業者のビジネスを知ろう（２時間）
六次　情報・通信業者のビジネスを知ろう（２時間）
七次　サービス業者のビジネスを知ろう（２時間）

学習活動における具体の評価規準および評価方法

1



ア 関心・意欲・態度 イ 思考・判断 ウ 技能・表現 エ 知識・理解

小単元「ビジネスの担当者」の指導と評価の計画

次 学習内容時

授業の流れ

一次　生産者のビジネスを知ろう（２時間）
二次　売買業者のビジネスを知ろう（３時間）
三次　物流業者のビジネスを知ろう（２時間）
四次　金融業者のビジネスを知ろう（２時間）
五次　保険業者のビジネスを知ろう（２時間）
六次　情報・通信業者のビジネスを知ろう（２時間）
七次　サービス業者のビジネスを知ろう（２時間）

学習活動における具体の評価規準および評価方法

1

・小売業者の役割は何かを
理解する。
・小売業者の種類にはなに
があるのか理解する。

・小売業者の役割は何か関
心をもち、意欲的に調べた
りまとめようとしている。
・小売業者の種類には何が
あるか関心をもち、意欲的
に調べようとしている。
（観察）

・小売業者の役割を生産者
としての立場でとらえよう
と考察している。
・小売業者の種類を年代別
でまとめ区別しようと考察
している。（ノート記述）

・小売業者の役割を説明で
きる。
・小売業者の種類にはどの
ような種類があるか区別し
て説明できる。（対話）

・小売業者の役割を理解し
ている。
・小売業者の種類にはどの
ような種類があるかその区
別を理解している。（対
話・ワークシート）

2

・小売業者のビジネスでは
何に注意しなければいけな
いかを理解する。
・小売業者の今後の動向に
なにがあるのか理解する。

・小売業者のビジネスで何
を注意しなければいけない
のか関心をもち、意欲的に
調べたりまとめようとして
いる。
・小売業者の今後の動向に
ついて関心をもち、意欲的
に調べようとしている。
（観察）

・小売業者のビジネスを生
産者としての立場でとらえ
ようと考察している。
・小売業者の今後の動向に
ついてまとめようと考察し
ている。（ノート記述）

・小売業者のビジネスを説
明できる。
・小売業者の今後の動向に
ついて説明できる。（対
話）

・小売業者のビジネスを理
解している。
・小売業者の今後の動向に
ついて理解している。（対
話・ワークシート）

3

・卸売業者の役割は何かを
理解する。
・卸売業者の種類にはなに
があるのか理解させる。
・卸売業者のビジネスでは
何に注意しなければいけな
いかを理解する。
・卸売業者の今後の動向に
なにがあるのか理解する。

・卸売業者の役割は何か関
心をもち、意欲的に調べた
りまとめようとしている。
・卸売業者の種類には何が
あるか関心をもち、意欲的
に調べようとしている。
・卸売業者のビジネスで何
を注意しなければいけない
のか関心をもち、意欲的に
調べたりまとめようとして
いる。
・卸売業者の今後の動向に
ついて関心をもち、意欲的
に調べようとしている。
（観察）

・卸売業者の役割を生産者
としての立場でとらえよう
と考察している。
・卸売業者の種類をまとめ
ようと考察している。
・卸売業者のビジネスを小
売業者の立場でとらえよう
と考察している。
・卸売業者の今後の動向に
ついてまとめようと考察し
ている。（ノート記述）

・卸売業者の役割を説明で
きる。
・卸売業者の種類にはどの
ような種類があるか区別し
て説明できる。
・卸売業者のビジネスを説
明できる。
・卸売業者の今後の動向に
ついて説明できる。（対
話）

・卸売業者の役割を理解し
ている。
・卸売業者の種類にはどの
ような種類があるかその区
別を理解している。
・卸売業者のビジネスを理
解している。
・卸売業者の今後の動向に
ついて理解している。（対
話・ワークシート）

2



ア 関心・意欲・態度 イ 思考・判断 ウ 技能・表現 エ 知識・理解

小単元「ビジネスの担当者」の指導と評価の計画

次 学習内容時

授業の流れ

一次　生産者のビジネスを知ろう（２時間）
二次　売買業者のビジネスを知ろう（３時間）
三次　物流業者のビジネスを知ろう（２時間）
四次　金融業者のビジネスを知ろう（２時間）
五次　保険業者のビジネスを知ろう（２時間）
六次　情報・通信業者のビジネスを知ろう（２時間）
七次　サービス業者のビジネスを知ろう（２時間）

学習活動における具体の評価規準および評価方法

1

・物流業者の役割は何かを
理解する。
・物流業者の種類にはなに
があるのか理解する。

・物流業者の役割は何か関
心をもち、意欲的に調べた
りまとめようとしている。
・物流業者の種類には何が
あるか関心をもち、意欲的
に調べようとしている。
（観察）

・物流業者の役割を生産者
としての立場でとらえよう
と考察している。
・物流業者の種類を年代別
でまとめ区別しようと考察
している。（ノート記述）

・物流業者の役割を説明で
きる。
・物流業者の種類にはどの
ような種類があるか区別し
て説明できる。（対話）

・物流業者の役割を理解し
ている。
・物流業者の種類にはどの
ような種類があるかその区
別を理解している。（対
話・ワークシート・小テス
ト）

2

・物流業者のビジネスでは
何に注意しなければいけな
いかを理解する。
・物流業者の今後の動向に
なにがあるのか理解する。

・物流業者のビジネスで何
を注意しなければいけない
のか関心をもち、意欲的に
調べたりまとめようとして
いる。
・物流業者の今後の動向に
ついて関心をもち、意欲的
に調べようとしている。
（観察）

・物流業者のビジネスを生
産者としての立場でとらえ
ようと考察している。
・物流業者の今後の動向に
ついてまとめようと考察し
ている。（ノート記述）

・物流業者のビジネスを説
明できる。
・物流業者の今後の動向に
ついて説明できる。（対
話）

・物流業者のビジネスを理
解している。
・物流業者の今後の動向に
ついて理解している。（対
話・ワークシート・小テス
ト）

4 1

・金融業者の役割は何かを
理解する。
・金融業者の種類にはなに
があるのか理解する。
・金融業者のビジネス、特
にに銀行のビジネスを理解
する。

・金融業者の役割は何か関
心をもち、意欲的に調べた
りまとめようとしている。
・金融業者の種類には何が
あるか関心をもち、意欲的
に調べようとしている。
・銀行のビジネスに関心を
もち、意欲的に調べたりま
とめようとしている。（観
察）

・金融業者の役割を生産者
としての立場でとらえよう
と考察している。
・金融業者の種類を年代別
でまとめ区別しようと考察
している。
・銀行のビジネス、特に三
大業務などをまとめようと
考察している。（ノート記
述）

・金融業者の役割を説明で
きる。
・金融業者の種類にはどの
ような種類があるか区別し
て説明できる。
・銀行のビジネス、特に三
大業務など説明できる。
（対話）

・金融業者の役割を理解し
ている。
・金融業者の種類にはどの
ような種類があるかその区
別を理解している。
・銀行のビジネス、特に三
大業務など理解している。
（対話・ワークシート）

4 2

・金融業者のビジネス、特
に証券会社のビジネスを理
解する。
・金融業者の今後の動向に
なにがあるのか理解する。

・証券会社のビジネスに関
心をもち、意欲的に調べた
りまとめようとしている。
・金融業者の今後の動向に
ついて関心をもち、意欲的
に調べようとしている。
（観察）

・証券会社のビジネス、特
に株式などの売買について
株式学習ゲームでまとめよ
うと考察している。
・金融業者の今後の動向に
ついてまとめようと考察し
ている。（ノート記述）

・証券会社のビジネス、特
に株式などの売買について
株式学習ゲームを通じて説
明できる。
・金融業者の今後の動向に
ついて説明できる。（対
話）

・証券会社のビジネス、特
に株式などの売買を株式学
習ゲームを通じて理解して
いる。
・金融業者の今後の動向に
ついて理解している。（対
話・ワークシート）

3



ア 関心・意欲・態度 イ 思考・判断 ウ 技能・表現 エ 知識・理解

小単元「ビジネスの担当者」の指導と評価の計画

次 学習内容時

授業の流れ

一次　生産者のビジネスを知ろう（２時間）
二次　売買業者のビジネスを知ろう（３時間）
三次　物流業者のビジネスを知ろう（２時間）
四次　金融業者のビジネスを知ろう（２時間）
五次　保険業者のビジネスを知ろう（２時間）
六次　情報・通信業者のビジネスを知ろう（２時間）
七次　サービス業者のビジネスを知ろう（２時間）

学習活動における具体の評価規準および評価方法

1

・保険業者の役割は何かを
理解する。
・保険業者の種類にはなに
があるのか理解する。

・保険業者の役割は何か関
心をもち、意欲的に調べた
りまとめようとしている。
・保険業者の種類には何が
あるか関心をもち、意欲的
に調べようとしている。
（観察）

・保険業者の役割を生産者
としての立場でとらえよう
と考察している。
・保険業者の種類を年代別
でまとめ区別しようと考察
している。（ノート記述）

・保険業者の役割を説明で
きる。
・保険業者の種類にはどの
ような種類があるか区別し
て説明できる。（対話）

・保険業者の役割を理解し
ている。
・保険業者の種類にはどの
ような種類があるかその区
別を理解している。（対
話・ワークシート・小テス
ト）

2

・保険業者のビジネスでは
何に注意しなければいけな
いかを理解する。
・保険業者の今後の動向に
なにがあるのか理解する。

・保険業者のビジネスで何
を注意しなければいけない
のか関心をもち、意欲的に
調べたりまとめようとして
いる。
・保険業者の今後の動向に
ついて関心をもち、意欲的
に調べようとしている。
（観察）

・保険業者のビジネスを生
産者としての立場でとらえ
ようと考察している。
・保険業者の今後の動向に
ついてまとめようと考察し
ている。（ノート記述）

・保険業者のビジネスを説
明できる。
・保険業者の今後の動向に
ついて説明できる。（対
話）

・保険業者のビジネスを理
解している。
・保険業者の今後の動向に
ついて理解している。（対
話・ワークシート・小テス
ト）

6 1

・情報・通信業者の役割は
何かを理解する。
・情報・通信業者の種類に
はなにがあるのか理解する

・情報・通信業者の役割は
何か関心をもち、意欲的に
調べたりまとめようとして
いる。
・情報・通信業者の種類に
は何があるか関心をもち、
意欲的に調べようとしてい
る。（観察）

・情報・通信業者の役割を
生産者としての立場でとら
えようと考察している。
・情報・通信業者の種類を
年代別でまとめ区別しよう
と考察している。（ノート
記述）

・情報・通信業者の役割を
説明できる。
・情報・通信業者の種類に
はどのような種類があるか
区別して説明できる。（対
話）

・情報・通信業者の役割を
理解している。
・情報・通信業者の種類に
はどのような種類があるか
その区別を理解している。
（対話・ワークシート）

6 2

・情報・通信業者のビジネ
スでは何に注意しなければ
いけないかを理解する。
・情報・通信業者の今後の
動向になにがあるのか理解
する。

・情報・通信業者のビジネ
スで何を注意しなければい
けないのか関心をもち、意
欲的に調べたりまとめよう
としている。
・情報・通信業者の今後の
動向について関心をもち、
意欲的に調べようとしてい
る。（観察）

・情報・通信業者のビジネ
スを生産者としての立場で
とらえようと考察してい
る。
・情報・通信業者の今後の
動向についてまとめようと
考察している。（ノート記
述）

・情報・通信業者のビジネ
スを説明できる。
・情報・通信業者の今後の
動向について説明できる。
（対話）

・情報・通信業者のビジネ
スを理解している。
・情報・通信業者の今後の
動向について理解してい
る。（対話・ワークシー
ト）

5



ア 関心・意欲・態度 イ 思考・判断 ウ 技能・表現 エ 知識・理解

小単元「ビジネスの担当者」の指導と評価の計画

次 学習内容時

授業の流れ

一次　生産者のビジネスを知ろう（２時間）
二次　売買業者のビジネスを知ろう（３時間）
三次　物流業者のビジネスを知ろう（２時間）
四次　金融業者のビジネスを知ろう（２時間）
五次　保険業者のビジネスを知ろう（２時間）
六次　情報・通信業者のビジネスを知ろう（２時間）
七次　サービス業者のビジネスを知ろう（２時間）

学習活動における具体の評価規準および評価方法

1

・サービス業者の役割は何
かを理解する。
・サービス業者の種類には
なにがあるのか理解する。

・サービス業者の役割は何
か関心をもち、意欲的に調
べたりまとめようとしてい
る。
・サービス業者の種類には
何があるか関心をもち、意
欲的に調べようとしてい
る。（観察）

・サービス業者の役割を生
産者としての立場でとらえ
ようと考察している。
・サービス業者の種類を年
代別でまとめ区別しようと
考察している。（ノート記
述）

・サービス業者の役割を説
明できる。
・サービス業者の種類には
どのような種類があるか区
別して説明できる。（対
話）

・サービス業者の役割を理
解している。
・サービス業者の種類には
どのような種類があるかそ
の区別を理解している。
（対話・ワークシート）

2

・サービス業者のビジネス
では何に注意しなければい
けないかを理解する。
・サービス業者の今後の動
向になにがあるのか理解す
る。

・サービス業者のビジネス
で何を注意しなければいけ
ないのか関心をもち、意欲
的に調べたりまとめようと
している。
・サービス業者の今後の動
向について関心をもち、意
欲的に調べようとしてい
る。（観察）

・サービス業者のビジネス
を生産者としての立場でと
らえようと考察している。
・サービス業者の今後の動
向についてまとめようと考
察している。（ノート記
述）

・サービス業者のビジネス
を説明できる。
・サービス業者の今後の動
向について説明できる。
（対話）

・サービス業者のビジネス
を理解している。
・サービス業者の今後の動
向について理解している。
（対話・ワークシート）
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学 習 指 導 案

科 目 ビジネス基礎 単元名 第３章 ビジネスと流通活動 第４節 ビジネスの担当者

（ ） （ ）本時の主題 ４ 金融業者のビジネスを知ろう ３金融機関のビジネス ９時間目／１５時

①証券会社のビジネスに関心をもち、意欲的に調べたりまとめようとしている。特に株式など
、 。 【 】の売買について株式学習ゲームで 証券取引を実体験して理解する 関

②証券会社のビジネス、特に株式などの売買について株式学習ゲームでまとめようと考察して
。 【 】本時の目標 いる 思

③証券会社のビジネス、特に株式などの売買について株式学習ゲームを通じて説明できる。
【 】技

、 。 【 】④証券会社のビジネス 特に株式などの売買を株式学習ゲームを通じて理解している 知

過程 指導の内容・ねらい 学 習 活 動 指導上の留意点・観点別評価

導 ・前時までの復習 ・証券会社のビジネスはどんなビジネスか ・発問により確認する。
入 確認する。
分5

・株式学習ページで ・１グループ（４人）を作り、証券売買を ・１グループ４人を作り、チーム 注１
展 その内容を理解す 行う。 として証券会社に登録してお 資１

る。 く。
①ルールを守って ・株式の学習ページに入り、各ページの内 ・ノートパソコンをグループに１ 注２

取り引きしよう 容を確認し進め方や注意事項を理解する 台用意し、インターネット接続。
をする。 注３

②売買例 ①ルールを守って取り引きしよう
［評価］

③ 取引結果一覧 ②売買例 ・株式学習ゲームの実施に向けて 注４「 」
の見方 ①②③④⑤の内容を理解してい

③「取引結果一覧」の見方 るか？
④チーム順位表 ＜評価方法＞（目標①③）

開 ④チーム順位表 机間指導で観察、対話
⑤知っておきたい

株式欄の見方 ⑤知っておきたい株式欄の見方

・どの株式を購入す ・会社の株式について売買を行うためにグ ［評価］
るのか話し合いで ループで話し合い、ノートに記入する。 ・どこの会社の株式をいくら買う
決定する。 のか、なぜ買うのかを研究して 注５

Ｑ：どこの会社の株式をいくら買うの 話し合いで決定しているか？
か、なぜ買うのかを研究して話し合いで ＜評価方法＞（目標②④）
決定してますか？ 机間指導で対話、ノート記述

ワークシート
４２ ・実際にログインし ・実際の画面にログインする。
分 売買を行う。

・証券業務の投資について理解する。 注６

ま ・本時のまとめ ・次回に取引内容を確認する。 ・売買取引については、次回に結
と 果表示されることを確認する。
め
分3

〈指導上のポイントと考察〉
金融業者の中の取り扱い上、銀行の役割が多く、証券会社の役割がページ数として少ない。特に有価証券の

売買においては、簿記での仕訳にすぎない。株式や社債などの売買とはどのようなものなのか模擬的にも知る
ことができ、日常行われている投資を身近に理解できる。そのためには新聞記事や会社自体を知ることが必要
になる。継続した取り組みが必要となるが、社会の情勢をつかむことができる。

この時間はその使い方を理解するためのものである。
毎時間利用することは必要ではないが、社会情勢や経済状況を理解し、株式や社債の値動きに興味や関心が持
てるようになれば投資、有価証券などが理解できる。

注１：講義中心の一方的な授業になりやすいので、生徒に主体性を持たせるため、株式学習ゲームを活用した。
注２：ログインするまでにパスワードやチーム名を登録しておくことに注意する。
注３：机間指導をしながら生徒の考えや状況を把握し、授業展開に反映していく。
注４：資料が膨大な量になるので取捨選択をする。

、 。注５：グループでの話し合いがスムーズになされているのか助言をするとともに あらかじめ司会者を決めておく
注６：インターネット上のログイン画面でのパスワード、チーム名の入力について気をつける。



www.ssg.ne.jp/webh.html※ 参考サイト 株式学習教材
（主催） 日本証券業協会 東京証券取引所 証券広報センター/ /
（後援） 金融庁

実習する画面

株式学習ゲームページ 学習の手引きで設定や参加申し込みを行う

参加申し込みの手順画面 ログイン画面

① ルールについて ② 売買取引例



③ 取引結果の見方 ⑤ 株式欄の見方について

ログイン後のデータ入力画面 売買取引結果の画面

※ 銘柄の選択については、教材として資料が送付されるのでその中から選択するか、新聞掲載されている
銘柄を選択するかあらかじめ決めておくといい。

ワークシート例（買い理由や売り理由とともに株価指標を作成する）

銘柄「 」 買い理由

売り理由

評価

月日 ・・・・・・



１．取引を始める前に…（ご担当の先生方へ） 資料１ 

１．【チームの編成】 
チームごとに売買成績を競う形となりますので、取引開始前に、生徒をいくつかのチー

ムに分けていただく必要があります。１チームあたりの人数は、３～４名でお願いしてい

ますが、全体の参加生徒数が２０名以下などの少人数の場合は、１チームあたり１～２名

でも構いません。 
 チームが決まりましたら、各チームの名前を決めてください。コンピュータに登録いた

します。 
２．【参加期間の設定】 

取引の開始日と最終日を決めていただく必要があります。期間については、授業との関

わり合いや、生徒の集中力の持続期間などを勘案して、先生のご判断で自由にお決めくだ

さい。ただ、あまりにも短い期間の設定では株価の動きが出てきませんので、最低でも４

週間程度は必要と思われます。ちなみに、既参加校の平均実施期間は１３週間でした。 
 参加期間中の売買頻度も自由に決めていただいて結構です。ほとんどの学校では、週に

１回程度ですが、隔週での売買なども可能です。また、授業展開や取り組み方によって、

フルに授業時間を使うケースや授業のうち１５分程度を利用するケースなどさまざまです。

�実施期間�春季 4 月 12 日（月）～7 月 16 日（金）、秋季 9 月 6 日（月）～12 月 17 日

（金）冬季 1 月 11 日（火）～2 月 28 日（月）ですが学校独自の期間設定可能です。 
３．【コースの設定】 

売買代金の計算方法は、売買代金のみを計算するＡコースと、実際の売買と同じように、

証券会社に支払う売買委託手数料や各種税金を計算に入れるＢコースがあります。どちら

のコースで実施するかを予め選択する必要があります（チームごとに異なったコースを選

択することは 出来ません)。なお、一般的には、中学ではＡコース、高校ではＢコースを選

択するケースが多いようです。 
 Ｂコースを選択した場合の手数料や税金の計算は、現実の計算とは若干異なっています。

証券会社が徴収する売買委託手数料は、1999 年 10 月から自由化されています。そのため、

証券会社によって、また、インターネットで注文を出すのか、店頭や電話で注文を出すの

かで、手数料はまちまちです。そこで、この教材では、手数料を売買代金の一律 0.5%とし

ており、これに 5%の消費税を加算しています。 
 また、株式を売却した時に課税される譲渡益課税についても申告分離課税により、実際

の取引では１年間で生じた売却益に対して 10％の税率で課税されますが、この教材では、

資産合計が元手の 1,000 万円を超えていた場合に、その超えている部分に対して、10%の税

率で課税します。売却時や、個々の銘柄で利益を出しているかどうかでは課税はいたしま

せん。ただしシステムの都合上、参加期間中に資産合計が 1,000 万円を超えている場合は、

その超過分について 10％の譲渡益税額が「取引結果一覧」に表示されます。 



４．【売買データの入力】 
ログインしてから、メニューの「売買データ入力」をクリックし、「売り」か「買い」か、

銘柄コード、株数を入力して売買を行ないます。入力可能時間は,平日の８時 30 分から 16
時 30 分までです。 
 なお、同一日に何度か売買データを入力して送信した場合、トラブルを避けるため、最

初に送信したデータは無効になります。最初の注文を生かしたい場合は、２回目に送信す

る際にも最初の注文を入力して送信してください。 
最後に送信した売買データだけが有効になります。 
５.【取引結果一覧・順位表】 
入力した売買内容は、入力した日の翌日以降、メニューの「取引結果一覧」で確認でき

ます。また、「チーム順位表」では、手持ち現金残高と保有株式の時価評価額を合算した資

産合計額で順位が表示されます。参加最終日時点での資産合計額が最も多かったチームが

優勝です。 
６．【株式分割・配当落ちについて】 
１株を 1.1 株や２株等に分割（細分化）する「株式分割」が行なわれると、持ち株数は増

えますが、株価はその分下がることになります。 当教材では整数倍の株式分割があると、

コンピュータが自動的に持ち株を増やしたり、整数倍未満の株式分割の場合は、その分を

売却して手持ち現金を増やすなど、不利にならないよう処理します。 
 しかし、買付銘柄に対し、保有期間中に配当が支払われた場合は「配当落ち」といって、

配当の分だけ株価は下がることになりますが、当教材ではこの配当部分は計算に入れませ

ん。 
７.【指値注文について】 
売買の注文を出す時は、その日の終値で必ず売買したいという 「成行（なりゆき）注

文」と、いくら以上でないと売らないとか、いくら以下でないと買わないという「指値（さ

しね）注文」の２通りがあります。 
 通常の「売買データ入力」の画面では、成行注文のみに設定してあり、自動的に終値で

売買されるようになっています。もし、クラスで指値注文で注文を出したいという希望が

あれば、東京証券取引所広報グループ（03-3665-1881）または証券広報センター教育事業

部(03-3667-8029)にご連絡ください。 
８.【年を越える参加について】 
現実の株式投資は、投資期間が何年、時には何十年という長期になればなるほど、値下

がりによるリスクを避けることが容易になると言われています。 
 そこで、年度を越えて継続することが可能であり、それを望む学校に対しては、その年

の取引データを保存して、同じ持ち株のまま翌年度以降も取引を続けること、または再開

することが可能です。ご希望の先生は、証券広報センター教育事業部（電話０３－３６６

７－８０２９）までご連絡ください。 
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